


 

は じ め に 

 

昨今、人口減少・少子高齢化の進行や家族形態や就労形態

の多様化、社会・経済への影響等により、こどもや若者を取

り巻く環境は大きく変化しています。その中で、不登校、ひ

きこもり、児童虐待、いじめなど、こどもや若者をめぐる問

題は複雑化しています。 

 

このような状況の中、国において、令和５年４月、すべて

のこどもたちが将来にわたって幸福な生活を送ることので

きる社会の実現を目指し、こども施策を総合的かつ強力に推

進していくための「こども基本法」が施行され、同年 12月に

こども大綱が閣議決定されました。それを受けて和歌山県に

おいても令和７年３月に「和歌山県こども計画」が策定され

ました。 

 

本町では、社会情勢の変化やこども若者の課題を踏まえるとともに、こども基本法、こ

ども大綱及び和歌山県こども計画を勘案し、令和８年度から令和 11年度までの４年間を計

画期間とする「湯浅町こども計画」を策定しました。 

 

こどもたちが社会の一員として尊重され、こども・若者の意見が施策に反映される取組

を行うことで、本計画の基本理念である「こども・若者の幸せな未来を育む こどもまん

なかのまち ゆあさ」の実現を目指してまいります。 

この度の計画策定にあたり、アンケート調査にご協力いただき貴重なご意見・ご提言を

賜りました町民の皆さま、内容の検討・協議にご尽力いただきました「湯浅町子ども・子

育て会議」委員の皆さまをはじめ、関係各位に心より厚く御礼を申し上げます。 

今後とも、湯浅町のこども・若者支援のさらなる充実のため、町民の皆さまには引き続

きご理解とご協力を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

令和８年３月 

 

湯浅町長 上山 章善   
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第１章 計画策定にあたって 

 １ 計画策定の背景及び趣旨 

近年、我が国において急速な少子化が進行する中、核家族化の進展や単独世帯数の増加に伴う地

域のつながりの希薄化、女性の社会進出に伴う共働き家庭の増加、就労環境や就労形態の多様化等

により、こどもや子育てをめぐる環境は大きく変化しています。  

このような状況の中、令和５年４月に、こども施策を総合的に推進することを目的とした「こど

も基本法」が施行されるとともに、「こども家庭庁」が発足しました。同年 12月には「こども大綱」

が閣議決定され、全てのこども・若者が、自立した個人として等しく健やかに成長することができ、

将来にわたって幸せな状態（ウェルビーイング1）で生活を送ることができる「こどもまんなか社会」

の実現が目指されており、行政を始め、地域社会全体でこどもたちの成長を支援していくことが求

められています。 

このような背景の中で、本町では、国や県の動向を踏まえながら「第３期湯浅町子ども・子育て

支援事業計画（以下「前計画」という。）」を令和７年３月に策定し、「こども一人ひとりが輝き、温

かい心を育むまち 湯浅町」の基本理念の下で、様々な子育て支援施策に取り組んでいます。 

社会情勢の変化や国の法制度の変更、本町の状況やこども・子育て支援の進捗状況を踏まえ、新

たに「湯浅町こども計画（以下「本計画」という。）」を策定し、本町に住むこどもの健やかな成長

や若者の活躍のための支援を通じ、本町における「こどもまんなか社会」の実現に向けたこども施

策の推進に取り組みます。 

 

 ２ 計画の位置付け 

（１）法令の根拠 

本計画は、こども基本法第 10条第２項の規定に基づく「市町村こども計画」です。 

 

（２）計画の性格 

本計画は、こども大綱及び和歌山県こども計画を勘案した、本町におけるこども施策についての

計画です。また、子ども・若者育成支援推進法第９条第２項に規定する「市町村子ども・若者計画」

を含めます。 

さらに、子ども・子育て支援法第 61条第１項の規定に基づく「市町村子ども・子育て支援事業計

画」、こどもの貧困の解消に向けた対策推進法に基づく「こどもの貧困対策についての計画」、次世

代育成支援対策推進法による「市町村行動計画」を含めた「第３期湯浅町子ども・子育て支援事業

計画」と合わせ、「湯浅町こども計画」として位置付けます。 

  

 

1 ウェルビーイング：well（よい）と being（状態）からなる言葉。身体的・精神的・社会的に良好な

状態にあることを意味する概念 
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（３）関連諸計画との関係 

本計画は、「第四次湯浅町長期総合計画」を最上位計画、「湯浅町地域福祉計画・湯浅町地域福祉

活動計画」を上位計画とし、その方針に沿って策定するものです。 

また、「湯浅町障がい者基本計画」、「湯浅町障がい福祉計画・障がい児福祉計画」等、関連計画と

の整合を図るものとします。 

 

【図表１－１ 計画関係図】 

 

 

 

 ３ 計画の期間 

こども基本法においては市町村こども計画の計画期間が定められていませんが、「湯浅町こども

計画」の一部として位置付けている「第３期湯浅町子ども・子育て支援事業計画」の計画期間を鑑

み、本計画の計画期間は令和８年度から令和 11年度までの４年間とします。 

 

【図表１－２ 計画期間】 

計画/年度 Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 

こども計画  
 

 

  

子ども・子育て支援事業計画 
 

 

 

  

 

  

湯浅町長期総合計画

湯浅町地域福祉計画・活動計画

湯浅町こども計画

こどもの貧困の

解消に向けた対策の推進

に関する法律

・・・
子ども・若者育成支援

推進法

こども基本法

湯浅町障がい者基本計画

湯浅町障がい福祉計画・障がい児福祉計画

湯浅町介護保険事業計画・高齢者福祉計画

湯浅町子ども・子育て支援事業計画

第３期 
湯浅町子ども・子育て支援事業計画 

湯浅町こども計画 
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 ４ 計画策定の体制 

本計画の策定にあたっては、こどもや子育てをめぐる状況を踏まえた上で、多様な視点からの意

向を幅広く反映した計画としていくことを基本的な考えとして、以下の体制と方法で策定を行いま

した。 

 

（１）計画策定の体制 

計画の策定にあたり、子育て当事者等の意見を本計画へ反映するとともに、湯浅町におけるこど

も施策をこども及び子育て当事者の実情を踏まえた計画とするため、保護者代表、有識者、事業者

及びこども・子育て支援に関する事業に従事する者等で構成する「湯浅町子ども・子育て会議」を

開催し、計画の内容について審議しました。 

 

（２）計画策定の方法 

① こども・若者からの意見聴取 

計画の策定にあたり、こども・若者から意見を聴取し、計画に反映するため、小学校・中学校に

通う児童生徒を対象に「子どもの生活実態に関する調査」を、本町に住む高校生から若者世代を対

象に「子ども・若者意識調査」を行いました。 

また、こどもたちの生の意見を把握するため、湯浅中学校においてグル－プワ－ク形式のワーク

ショップを実施したほか、子ども食堂（しらゆりキッチン）に来た親子へのヒアリングを実施しま

した。 

各調査の概要は第２章に記載しています。 

 

② パブリックコメントの実施 

計画は広く町民の意見が反映されたものにしていくことが重要です。そのため、パブリックコメ

ントの実施を通じて、広く町民の意見を集め、計画への反映に努めました。 

 

 

 ５ 計画の対象について 

本計画の対象となる「こども・若者」の範囲は、国が定めた「子ども・若者ビジョン」を勘案し

つつ、本計画におけるこども・若者の定義や本町が実施する施策の対象範囲を鑑み、40 歳未満とし

ます。 

また、本計画中「こども」の標記については、ひらがなを用いることとしていますが、法律や制

度に準じる場合や固有名詞を用いる場合は、「子ども」・「子供」と標記することとします。 
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 ６ こども計画策定のポイント 

こども大綱には、こども施策に関する基本的な方針として、以下の６本の柱を示しています。 

 

【図表１－３ こども施策に関する基本的な方針】 

①こども・若者を権利の主体として認識し、その多様な人格・個性を尊重し、権利を保障し、こど

も・若者の今とこれからの最善の利益を図る 

②こどもや若者、子育て当事者の視点を尊重し、その意見を聴き、対話しながら、ともに進めていく 

③こどもや若者、子育て当事者のライフステ－ジに応じて切れ目なく対応し、十分に支援する 

④良好な成育環境を確保し、貧困と格差の解消を図り、全てのこども・若者が幸せな状態で成長でき

るようにする 

⑤若い世代の生活の基盤の安定を図るとともに、多様な価値観・考え方を大前提として若い世代の視

点に立って結婚、子育てに関する希望の形成と実現を阻む隘路（あいろ）の打破に取り組む 

⑥施策の総合性を確保するとともに、関係省庁、地方公共団体、民間団体等との連携を重視する 

 

 

また、こども施策に関する重要事項として、「ライフステ－ジを通した重要事項」、「ライフステ－

ジ別の重要事項」、「子育て当事者への支援に関する重要事項」の３つの重要事項が示されており、

こども計画策定にあたってはこれらの重要事項を盛り込むことが必要です。 

 

【図表１－４ ライフステ－ジを通した重要事項】 

◆こども・若者が権利の主体であることの社会全体での共有等 

◆多様な遊びや体験、活躍できる機会づくり 

◆こどもや若者への切れ目のない保健・医療の提供 

◆こどもの貧困対策 

◆障がい児支援・医療的ケア児等への支援 

◆児童虐待防止対策と社会的養護の推進及びヤングケアラ－2への支援 

◆こども・若者の自殺対策、犯罪などからこども・若者を守る取組 

 

  

 

2 ヤングケアラー：本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っているこど

ものこと。 
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【図表１－５ ライフステ－ジ別の重要事項】 

◆こどもの誕生前から幼児期まで 

✓ 妊娠前から妊娠期、出産、幼児期までの切れ目ない保健・医療の確保 

✓ こどもの誕生前から幼児期までのこどもの成長の保障と遊びの充実 

◆学童期・思春期 

✓ こどもが安心して過ごし学ぶことのできる質の高い公教育の再生等 

✓ こども・若者の視点に立った居場所づくり 

✓ 小児医療体制、心身の健康等についての情報提供やこころのケアの充実 

✓ 成年年齢を迎える前に必要となる知識に関する情報提供や教育 

✓ いじめ防止 

✓ 不登校のこどもへの支援 

✓ こどもや保護者などからの意見を参考とする校則の見直し 

✓ 体罰や不適切な指導の防止 

✓ 高校中退の予防、高校中退後の支援 

◆青年期 

✓ 高等教育の修学支援、高等教育の充実 

✓ 就労支援、雇用と経済的基盤の安定のための取組 

✓ 結婚を希望する方への支援、結婚に伴う新生活への支援 

✓ 悩みや不安を抱える若者やその家族に対する相談体制の充実 

 

【図表１－６ 子育て当事者への支援に関する重要事項】 

◆子育てや教育に関する経済的負担の軽減 

✓ 幼児期から高等教育段階まで切れ目のない負担軽減 

✓ 特に高等教育について、更なる支援拡充の検討（授業料等減免、奨学金制度の充実、授業料後

払い制度の本格導入など） 

✓ 基礎的な経済支援としての児童手当の位置付けの明確化、拡充 

✓ 医療費等の負担軽減 

◆地域子育て支援、家庭教育支援 

✓ オンラインも活用した相談やプッシュ型の情報提供  

✓ 体罰によらない子育てに関する啓発 

✓ 一時預かり、ファミリ－・サポ－ト・センタ－、ベビ－シッタ－に関する取組の推進 

✓ 訪問型を含めた家庭教育支援チ－ムの普及 

◆共働き・共育ての推進、男性の家事・子育てへの主体的な参画促進・拡大 

✓ 育児休業制度の強化 

✓ 長時間労働の是正や働き方改革の促進 

✓ 男性の家事・子育てへの参画の促進、企業の福利厚生の充実 

✓ 男性の育児休業が当たり前になる社会の実現 

◆ひとり親家庭への支援 

✓ 児童扶養手当等による経済的支援のほか、各家庭の親子それぞれの状況に応じた生活支援、

子育て支援、就労支援等の適切な実施 

✓ こどもに届く生活・学習支援の推進 

✓ プッシュ型による相談支援やワンストップで必要な支援につなげる相談支援体制の強化 

✓ 安全・安心な親子の交流の推進 

✓ 養育費に関する相談支援や取決めの促進の強化 
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 ７ ＳＤＧｓについて 

ＳＤＧｓ（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）とは、平成 27年９月の国連

サミットで採択された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」で記載された 2030年（令和 12

年）までに持続可能でより良い世界を目指す国際目標です。 

ＳＤＧｓは 17 の目標・169 のタ－ゲットから構成され，地球上の「誰一人取り残さない（leave 

no one behind）」ことを基本理念として掲げています。 

 

ＳＤＧｓは発展途上国のみならず、先進国自身が取り組むユニバ－サル（普遍的）なものであり、

我が国においても積極的に取組を進めています。 

本町においても、ＳＤＧｓを意識して取り組み、地域や企業、関係団体など、社会における様々

な担い手と連携しながら、こどもの最善の利益が実現されるよう、こども施策を展開します。 

 

【図表１－７ ＳＤＧｓの 17の目標】 
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第２章 湯浅町のこども・若者の状況 

 １ 統計からみた湯浅町の現状 

（１）総人口の推移・推計 

本町の人口の推移をみると、総人口は減少傾向にあり、令和７年では 10,649 人となっています。

令和８年以降も減少を続けることが見込まれ、令和 11 年には 9,659 人なると予想されます。 

また、年齢３区分別人口割合を見ると、年少人口割合は減少傾向にあり、令和６年の年少人口割

合は 9.6％となっています。令和８年以降も減少を続けることが見込まれ、令和 11年には 8.1％な

ると予想されます。 

 

【図表２―１－１ 年齢３区分別人口の推移・推計】 

 
資料：実績値＿住民基本台帳（各年４月１日現在）、推計値＿コ－ホ－ト変化率法による推計 

 

【図表２－１－２ 年齢３区分別人口割合の推移・推計】 

 
資料：実績値＿住民基本台帳（各年４月１日現在）、推計値＿コ－ホ－ト変化率法による推計  
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